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みんなが笑顔になれるフェスティバル「５⽉３⽇はひま
わりの⽇」

昨年の５⽉３⽇、東⽇本大地震の被災地
にひまわりを届けようと、東久留⽶の農家の
若者たちが、農場でひまわりの種まきをしまし
た。

それを知って、共鳴した若者たちは１００名
を超えました。

７⽉に大きく育ったひまわりは、南相⾺・東
松島そして⽯巻に救援物資とともに、若者た
ちの手で届けられました。

彼らは、そこで築かれた東北の⼈たちと、また
東久留⽶の仲間たちとの「絆」を消してはなら
ない、もっと強く継続したい！と考え、「５⽉
３⽇はひまわりの⽇」の実現に、議論に議論
を重ね、ついにこの⽇を迎えました。

この間、いろいろな⽅⾯の多くの⼈たちの善
意に支えられてきました。

当⽇は、あいにくの⾬となりましたが、会場の
まろにえホ－ルと彼らの純粋な気持ちを受け
⽌めて、会場の提供をして頂いた第三⼩学
校には、多くの⼈たちが集まり、ひまわりに染
まった会場で思い思いに楽しんでいました。

篠宮実行委員⻑のあいさつで、フェスティバル
は始まりました。

市民レポ－タ－：球歩

若者の気持ちのシンボルです。
ひまわり・・「希望」と「信頼」を感じさ
せてくれます。

三⼩生徒による、ひまわりと折りヅル
が、メッセ－ジとともに会場の壁⾯を
埋めています。

みんなの気持ちが、１つの⽅向に向
いているように感じました。

早朝のミ－ティングでは、「笑顔で迎
えよう！」

ボランティアの皆さんも、多く駆けつけ
てくれました。

三⼩の「煮だんご」チ－ムのミ－ティン
グです。

「⾬の⽇だからこそ、笑顔で迎えよう」

体育館は、⾬の⽇のイベントの中⼼
となります。

ここでも「笑顔・・笑顔！」の徹底です

まろにえホ－ルでは、防災まちづくりの
会・東久留⽶、金澤代表による講
演、「今こそ私たちの防災を！」が始
まりました

⽿の不⾃由な⼈のためにスクリ－ンで
内容の説明がされています。

ホ－ルの、すべてのイベントで行われ
ました。

随所に優しい⼼づかいがあります。

さて、三⼩では、「煮だんご」の準備が
進んでいます。

「みんなで⾷べよう！農家の煮だん
ご」巨大鍋でつくるから、めちゃめちゃ
ウマい！

激しい⾬にもかかわらず、子供たちの
列があっという間にできました。

ひまわりの種まきの受付に並んでいる
のです。

100のプランタ－のうち、30がまたこの
夏、若者の手で、被災地に運ばれま
す。

「みんなでまこう！希望の種」

「親子で作ろう！ひまわりキャンドル
♪」

限定１５組、はじめの⼼配は無
用・・・キャンセル待ちまで出ました。

「どういう⾵になるのかなあ〜」 流し込んだろうそくを冷やす間に、担
当の岡⽥さんが、「ひまわり物語」の
説明をしています。

・・・ひまわりを届けたグル－プのほかに
同時に被災地を回っていたグル－プ
がありました。

偶然東久留⽶の⼈たちと知り、それ
が１つのグル－プとなり「５⽉３⽇は
ひまわりの⽇」に結びついたのです・・・

できました！！

ひまわりをイメ－ジしたモザイクキャンド
ルの出来上がりです！

ここでもたくさんのひまわりが咲きまし
た！！

さすがオイシイ！

「すいとん」・・は昔、東久留⽶の農家
では「煮だんご」と呼ばれたそうです。

「スコップ三味線」スコッパ－ズが体育
館に登場です。

エアギタ－ならぬスコップ三味線世界
1位の演奏です。

テレビでもお馴染み、東北各地で活
躍中です。

佐藤克⽂東京大学大気海洋研究
所准教授による「東北沿岸で展開す
るバイオロギング研究」の講義です。

うみがめ、ぺんぎん、アザラシ・・・海の
中に消えた後はどんな行動をしている
のか・・

震災後の大槌町の模様の話もありま
した。

お買い物で被災地を応援しよう！！ 東北の物産が並びます。 支援の輪が広がっているのですね。

東久留⽶の農家の⼒も結集していま
す。

賑わった「５⽉３⽇はひまわりの⽇」
もそろそろ終わりに近づいてきました。

秋⽥実行副委員⻑も興奮気味で
す。

「今⽇は、始まりの⽇・・来年も再来
年も！１０年後も２０年後も！い
つも５⽉３⽇に！」

準備中も当⽇も、本当に多くの⼈の
協⼒がありました。

名残り惜しくも、最後のミ－ティングで
す。

See you next５⽉３⽇！

昨年「くるくる」市民レポ－トに載った
関連記事を、もう⼀度掲載します。

「ひまわり、その前向きな愛に感謝を
込めて」

変わらない⽇常が営まれていたはず
の3⽉11⽇、我が故郷は甚大な、と
いう⾔葉さえ易々と凌駕する被害を
被りました。

惨劇は個⼈的なことではなく、国内の
広大な地域が舞台となってしまいまし
た。

連絡手段として万能と思われていた
携帯神話はあっさり崩壊し、大切な
⼈々の消息がつかめず身悶えする
⽇々が続きました。

「あのね、地震来たんだよ、そのあと津
波も来たの。車も家もねぐなっちまった
よ。」

雪降る厳寒の⼭中で⼆晩を過ごし
た叔父の、変わらぬ朴訥な声が電話
⼝から聞こえたのは、奇しくも⻑女の
卒園式の朝。

様々な意味で涙の⽌まらぬ式典とな
りました。

「がんばろう⽇本」をスローガンに、そし
て混乱の最中でも秩序を失わない⽇
本⼈の美徳に世界が驚嘆しました。

報道や、避難所と化した私の実家で
の様子、ぽつぽつと連絡がつきだした
知⼈の話から、改めて東北⼈の底⼒
に敬服しました。

皆が前を向いている、と思っていまし
た。

が、大災害の爪あとはそう簡単に消
失するものではありません。

叔母の1⼈は⿊々としたおろちのよう
な波に追われ、車を乗り捨て、足元
をすくわれながら、まさに間⼀髪で九
死に⼀生を得たものの、親族や住居
を⻭牙にかけられた傷は膿み、癒える
ことなく、⽇に⽇に憔悴していきまし
た。

溜息しか聞こえない受話器に励まし
の⾔葉は空疎に響くだけでした。

⻭噛みする思い募るばかりだった七
夕の⽇の夕⽅、電話がなりました。

「ちょっと、びっくりしたわ!」叔母の明る
い声に⽿を疑いました。

東久留⽶の牽牛様から汚泥とがれき
に侵⾷された庭に沢⼭の⻩⾊いお⽇
様が届いたというのです。

以前、東久留⽶から被災地にひまわ
りを送るプロジェクトがあると声をかけ
ていただいたことを思い出しました。

東久留⽶と描かれたトラックできたの
よ、Ａさんとおっしゃってたわ、野菜も
沢⼭、タオルもよ、弾む⾔葉が続きま
す。

そして、その⽇を境に叔母は以前の
明るさを取り戻しました。

私からの衣類や好物の菓子では届か
なかった「愛」が配達されたのです。

⾒も知らぬ叔母のところへ、匿名や架
空の誰かではなく、実在するプリンス
が現れ、ひまわりを届けてくれたので
す。

ライフラインが完全にストップしたままの
家屋2階に引きこもりがちだった叔母
が、いただいた野菜やひまわりを配り
歩き、その嬉々とした様子に皆安堵
しました。

この夏ようやく帰郷し、叔母宅を訪問
した時には、ひまわりは大志を成し遂
げたあとの様相となっていました。

⻑女がせっせと種を取り、それは鮭の
ようにまた東久留⽶へ帰ってきてしま
いました。

来夏、我が家のネズミの額庭にも大
輪の花を咲かせてくれるでしょうか。

未曾有の出来事に失われたものの大
きさをはかることはできないけれど、あ
るがままをあるがままに受け⽌めつつ、
また歩き出す⼒を⼈間は持っていま
す。

その原動⼒はつながりあうことから生ま
れる⼈間の「愛」だということに改めて
気づかされました。

恩返しする手段も⽅法もありません
が、善意溢れる行動が持つ偉大さ
を、せめて子どもたちに伝えていきたい
と思っています。

（写真の掲載・記事の再掲載は関
係者の了解を頂いております）
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